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 第 4章で「親鸞」を考察する。第 1節では「親鸞」の人間理解を扱い、第 2節では、そ
れまでの三木の思索も表われていた「不安」の観点から､懺悔ということについて考察する。






 第 1章 三木の青年期 
 
  第 1節 三木の学生時代と「宗教」 
 三木が宗教への関心、特に浄土真宗への関心を抱いていることは、これまでにも指摘さ
れている。例えば、昭和 17（1942）年に刊行された『読書と人生』に収録されている「読






















































 近代化とそれに伴う個人の意識の葛藤が現われてくるのは、主に明治 20 年代後半から

















































































































































































第 2章 三木の初期の思索に見る人間観 
 



























































































































































逢わなかったならば、汝は我を尋ねぬであろう（Console-toi,tu me chercherais pas, si 






























































































第 2節 三木の唯物史観研究においての人間理解 







































































































































































































































































第 3章  時代の中での思索 
 







































































































































































第 3節 三木の内側にある宗教—「親鸞」への道筋 
  社会不安の状況下で、三木は宗教を文化に対するものとして、また「創造」に関わる
ものとして考察している。それと共に、宗教は三木自身の内面にも繋がっていた。 










































































































































































































































































































































































































































































6 『三木清全集』第一巻，499 頁。 
7 同上，383頁。なお、全集からの引用は現代仮名遣いで表記している。 
8 同上，499頁。 














16 橋本峰雄 責任編集『清沢満之 鈴木大拙』，中央公論社，1970年，日本の名著 43，133頁。 

























大系 27：三木清集』，住谷一彦 編，筑摩書房，1975年，を参照。 




36 内田弘『三木清―個性者の構想力』，御茶の水書房, 2004年，186、188 頁。 
37 『三木清全集』第十九巻，269頁。 







cor nostrum,donec requiescat in te.）とあるように、「不安な心」が「あなたのうちに
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67 パスカル『パンセ』，前田陽一・由木康 訳，中公文庫，1973年，524頁参照。 
68 『三木清全集』第一巻，120頁。 
69 同上，122頁。 

















『日本の哲学』第 11 号，昭和堂，2010年，92—93頁参照。 












































































































































141 川添秦信「親鸞における倶会一処の問題」『印度學佛教學研究』第 45巻第 2号，1997
年,49頁。なお、親鸞の記したものの中には「倶会一処」の語が見られないことが、川添
「親鸞における倶会一処の問題」と、渡辺了生「親鸞の思想にみる「倶会一処」の理解」








































































































































































 唐木順三『三木清』，筑摩書房，1966年，筑摩叢書 73 
川添秦信「親鸞における倶会一処の問題」，『印度學佛教學研究』第 45 巻第 2号，日本印
度学仏教学会，1997 年，48-54頁。 
久野収「三木清―その生涯と遺産」，久野収編著『三木清』，筑摩書房，1966年，現代日
本思想大系 33  
 後藤嘉宏「『パスカルにおける人間の研究』にみられる三木清の弁証法について」,『図書館








『日本の哲学』第 11 号，昭和堂，2010年，92-105頁 
田中文憲「日本的教養（1）教養主義をめぐって」，『奈良大学紀要』42 号，奈良大学，
2014年，1−22頁参照 
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